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1. はじめに 
	 昨今，わが国では認知症者数が 462 万人と推定

され，厚労省の新オレンジプラン[1]をはじめ認

知症カフェや認知症サポーター養成事業が各地

で活発に実施されている．本学と連携して事業

を進めている広陵町においても本学との連携の

もと認知症カフェの企画・開催を通じて，地域

の認知症の理解や地域住民の交流を図ってきた．

また，畿央大学（以下，本学）では，認知症カ

フェだけでなく，体力・身体測定と運動教室，

高齢者健康サポート体操教室，健康ぷらす教室，

地域巡回型健康教室等，本学の特色を活かした

連携事業を行い，これらの取り組みによって計

測したデータを参加者にフィードバックするだ

けでなく，これらヘルスケアデータを研究に活

用するなど本学の健康科学における研究の重要

なフィールドとなっている．しかしながら，認

知症カフェ等の事業においては，広報などで広

く地域住民の参加を呼びかけるも認知症等につ

いて関心の高い層以外の住民にアプローチでき

ていないという課題がある．また，大学と自治

体で行っている様々な事業で得られたヘルスケ

アデータは，それぞれの研究者，自治体に文才

しており，効果的・効率的に活用されていない

のが実状である．	

	 本研究では，各種地域連携事業の中でも認知

症ケアにフォーカスし，認知機能に関するデー

タを計測し，他の事業等で取得したデータと一

元化することを目的に高齢者でも直感的な操作

が可能なタブレット端末を用いて認知機能を自

己チェックできるアプリケーションを開発して

おり，プロトタイプを作成した．	

	

2. 先行研究 
	 現在，認知症のスクリーニング検査を目的と

したアプリケーションは，個人，企業，自治体

などから数多く発表されている．認知症早期発

見のための一次スクリーニング用検査として開

発された CADi は，認知症患者が間違えやすい 10
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の設問で構成されてり，認知症スクリーニング

において標準的に用いられる Mini-Mental	State	

Examination	 (MMSE[2])	 と 相 関 解 析 で は ，

CADi[3]と	 MMSE は，高い相関が得られているこ

とから，タブレット型コンピュータのアプリを

用いた認知症スクリーニングの有用性が示され

ている[4]．また，高齢者の健康に関する様々な

研究を行っている JAGES（Japan	 Gerontological	

Evaluation	Study，日本老年学的評価研究）プロ

ジェクトでは，全国の約 40 の市町村と共同し，

30 万人の高齢者を対象にした調査結果等を一元

化することで応用・政策研究，分析疫学，介入

研究等を推進している[5]．	

	

3. アプリケーションの開発 
	 地域住民が気軽に自身の健康情報や認知機能

の低下に関する情報を評価できることを目的に，

認知機能の自己チェックができるモバイルアプ

リを開発する．アプリ起動後のチュートリアル

や質問，回答，診断結果画面の UI や画面遷移な

どは，高齢者でも使いやすいものを検討し，イ

ンターネット接続によりデータ通信機能を備え

ることにより，アプリによる自己チェック結果

がデータベースに蓄積されるよう設計した(図	2)．

開発したアプリの開発にあたり策定した機能要

件を次に示す．	

	

クライアントアプリ機能要件	

• 音声による案内や質問の読み上げ，文字選

択・画像選択・数字入力等による回答，回

答後の結果表示，回答データのサーバへの

蓄積	

• 質問内容や回答形式は固定せず，別ファイ

ルやサーバ側の設定などで柔軟に調整でき

るよう設計（質問内容や正誤情報，フィー

ドバックテキストなどの情報を学習管理シ

ステム等で標準化された形式に準拠する）	

• 長谷川式簡易知能評価スケール（改訂版）

[6]を質問項目として使用	
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• 診断結果の送信時にアプリ利用者の研究同

意画面を準備	

• アプリ実行後，診断開始前に毎回 ID 入力を

行い，診断結果と同時にサーバに送信(アプ

リでは ID による診断結果の管理・保存は行

わない)		

• 同一 ID による複数の診断結果送信可能	

• アプリ，サーバ間のインターネットを介し

た通信は，暗号化等によりセキュリティを

確保	

• サーバ側に RESTful	API	を実装し，http	プ

ロトコルによって	 JSON	 形式にてデータの

やり取りを実施	

• 画像や音声ファイルなどは JSON 形式のデー

タ取得後，別途 GET する等により実現	

• 初回起動時は，問題文取得などをオンライ

ンで行うため，インターネット接続が必要

(初回起動以降は一時的にオフラインで使用

することも可能)	

• オフライン時に実施した診断結果について

は，オンラインになった際にサーバにアッ

プロード	

	

プロトタイプアプリによるユーザテスト	

	 現在，作成したプロトタイプアプリによるユ

ーザテストを計画している．	図	1 の番号に示し

た開発したプロトタイプアプリの動作は，	

①	入力値表示欄(最大 10 文字)	

②	ひらがなキーボード	

③	入力値末尾の文字を削除	

④	次に移る	

1 つ目または 2 つ目の場合は同じ画面に移る	

3 つ目の場合は次の質問に移る	

とである．今後，高齢者グループを対象にテス

トを行い，テスト結果を受けて，改修を実施し，

完成版を開発する．	

	

4. おわりに 
	 本論文では，アプリのプロトタイプの開発に

ついて報告した．認知機能の評価には，長谷川

式スケール（HDS-R）を採用しており，同スケー

ルを用いた他の研究と比較することにより妥当

性と信頼性の検証も今後行っていく予定である．

また，リポジトリサーバによるデータ一元化に

向けては，システムだけでなく個人情報，プラ

イバシー等の研究倫理的な問題もあり，データ

の匿名化や研究同意の取得等についても検討し

いく予定である．	
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図	2	クライアントアプリとリポジトリサーバの概要	

図	1	開発中のアプリ回答画面例	
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